

























































































































































































































































































































































の誤写か） 、 「そ知らぬままでいて下さればいいものを、悲嘆のあまりに死んでしまったともお思いにならず、お尋ね下さったことが恨めしい」と屈折し 思いを歌う。宮薨去の翌年、寛弘五年四月の御禊の日（葵祭前の午か未の日）の時の歌である。
　これに続く
19は、若宮（永覚）の乳母への歌であろう。細部
























































































































































































































































































































































































































































































































































　一方、四月に位置づけるとすれば、 「たちばな」は「花」で、「昔の人の香りのする花橘」 を 「
取る・
」 のが惜しまれる意となる。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成」 （ 『講座平安文学論究』第五輯 　昭
63・
10）
（以下、伊
井氏の論は全てこれによる）
（
9）	
伊藤博・久保木哲夫編 『和泉式部全集
―
本文と索引
―
』 （貴
重本刊行会 　平
6・
6）
（
10）	
岸本理恵・久保木哲夫 　
C
D
- R
O
M
版新編私家集大成 　解
題
（
11）	
注（
6）に同じ
（
12）	
高島猛「伝行成筆和泉式部集切・第一種の再検討」 （ 『国語国文研究』
66
　昭
56・
7）…
…
十二葉段階での検討
くぼき 　としこ（日本文学）
　　　　　　　　　　　　　　　　
Toshiko	K
U
B
O
K
I
: A
	Study	on	Sochinom
iya-B
ankagun	of	“Izum
isikibu-Zokusyu”
:
B
y	C
om
parison	betw
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